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1. はじめに 

 ヤマトシジミ(Corbicula japonica)は汽水域に生息

している二枚貝の一種であり，我が国の内水面漁業

の中で，アユやウナギを抑えて最も漁獲量の多い重

要な水産資源である 1)．しかし，近年シジミの漁獲量

の減少が著しく，昭和 40年ごろには約 5万トンあっ

た漁獲量が，近年では全国で約 1 万トン近くまで落

ち込んでしまっている．今回対象とする十三湖も例

外ではない．安定した生産量を実現させるためにも，

周辺環境がシジミに与える影響を知り，シジミの成

長，動態を予測することが必要となる．そこで本研究

では，Kooijman2)が開発した DEB モデルを用いて，

十三湖におけるシジミの成長モデルを構築し，個体

の成長を解析する． 

 

2. 研究対象  

 十三湖は，青森県津軽半島北西部に位置し，日本海

に面している汽水湖である．図-1 に十三湖の平面形

状を示す．十三湖の中心部の最大水深は約 2m と浅

く，湖の容積に対して集水面積が大きい．そのため，

湖水の平均滞留期間が 1 日程度と非常に短いのが特

徴である．十三湖への流入河川は岩木川，山田川，鳥

谷川などであるが，主な流入河川は一級河川である

岩木川であり，全集水面積の約 78%を占める．  

 

3. 研究方法 

3.1 現地データ  

 胡内水質（水温，塩分，Chl-a）とヤマトシジミの

成長量に関しては，梅田ら 3)のデータを用いて本研

究の解析を行った. その概要は以下の通りである．

調査期間は 2016 年 4 月 28 日から 10 月 26 日の間で

ある．測定地点は，図-1 の St.1，St.2，St.3 である．

St.A で採取したヤマトシジミをそれぞれの地点に設

置し，約一か月間隔で殻長を計測した． 

 

3.2 個体成長解析 

ヤマトシジミの成長を再現するために，Kooijman2)

が開発した DEBモデルを用いた．過去に Atasら 4)や

梅田ら 3)がDEBモデルをヤマトシジミに適用してい

る．DEB モデルには多数のパラメータがあり，それ

らは生物固有のものである．今回は Atas ら 4)が求め

たパラメータを用いた． 

本研究では，上記の Atasら 4)のモデル化に対して，

塩分による摂餌効率の影響と，餌となる有機物の発

生源による同化率の影響を考慮した．塩分に対して

はヤマトシジミの濾水率が変化すると田中ら 5)が示

している．この結果に基づいて，本研究では，摂餌速

度を塩分に対する関数として与えた．有機物に対し

ては，片山ら 6)が名取川での検討で示しているよう

に，シジミの成長速度が良い場所は，陸上植物由来の

有機物の寄与が高い場所であることが分かっている．

そこで，湖内で計測したクロロフィル a に加え，岩

木川下流部における COD の月別の平均値を餌の成

分として考慮した．その他の入力値として，梅田ら 3) 

keywords：十三湖，ヤマトシジミ，DEB モデル，塩分 

連絡先：宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-06，環境水理学研究室，tel 022-795-7453，fax 022-795-7453 

St.2 

St.3 

St.A 
St.1 

図-1 十三湖と各測定地点 

II-6 土木学会東北支部技術研究発表会（令和元年度）



が観測した水温，塩分の一日平均値を与えた．計算期

間は，現地実験と同様に 2015 年は 7 月 26 日から 10

月 4 日まで，2016 年は 5 月 1 日から 10月 25日まで

である．  

 

４．結果と考察  

 図-2 に梅田ら 3)が計測したシジミの成長量の実測

値を示す．St.1, St.2と比べると，St.3の成長量が大

きい事が分かる. St.3 の塩分や餌資源などの条件が

ヤマトシジミの成長に適した条件だったことが示唆

される． 

2016 年のシジミの成長量の実測値と計算値の比較

を図-3に示す．初期殻長を 1mmごとに区切ってクラ

ス分けをし，計算を行った．代表として，現地実験で

初期殻長が 10mm から 10.9mm のシジミの成長曲線

との比較を示す．実測値では，どの地点でも 8 月以

降にシジミの成長が鈍るのが分かる．しかし，計算結

果では St.1, St.2 でシジミの成長鈍化が再現できて

いない．また，St.3は実測値において最もシジミの成

長が大きい場所であるが，計算ではその早い成長を

再現することができなかった． 

 

５. おわりに 

本研究では，地点ごとのシジミの成長差が，餌の起

源によって左右されることを計算で表現することを

試みた．今回の結果には改善の余地があると言える．

現実のシジミの成長を表現するには，モデルをさら

に改良していく必要がある． 
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図-2 2016年のシジミの成長量（実測値）3) 
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